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◆JR小倉駅
　－徒歩15分
◆JR西小倉駅
　－徒歩10分
◆勝山公園バス停
　－徒歩1分
◆北九州市役所前バス停◆北九州市役所前バス停
　－徒歩2分
◆小倉北区役所前バス停
　－徒歩2分
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代表

職場内にとどま らない 文 化サー ク ル運 動 が展開 し 、「日曜作家」

「新社会派」「労働北九州」「緑と太陽」「えすぎぷと」などの雑誌を

刊行した佐木隆 三らが 北 九州で の労働 者 の闘い を 牽引 しま す 。(1960年代）
成長と闘い

第

４
部

八幡製鐵労組が母体となり「手押車」や「童研」など様々な雑誌が

刊行され、文化活動が展開します。「日曜作家」など職場を基盤

とした仲間でつくる同人誌が発行され始めるのもこの時期です。(戦後：1950年代）

復興と展開
第

３
部

戦後初期、八幡 製鐡 所 では産 業 報国会 が解体 し その役 割を

親和会が引き継 ぎ ます。 八 幡製 鐵 労組か ら 「熱 風 」が創刊され、

親和会からは「 製鉄 文 化」が 刊 行さ れ ます。(戦後初期：1940年代半ば
　　　　　　　　　～終わり）

断絶と連続
第

２
部

官営八幡製鐡所の操 業 が1901年。約 20年後に 大争議が起き、

会社は労務管理を 強 化しま す 。職 場 で生ま れ た最 初 の刊行物が

「くろがね」(1919)など の 社内報 で した 。(前史：1920年代
　　　　　～1940年代半ば）

分断と抑圧
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北九州には文化運動が盛んだった時代があります。

本展覧会では主に戦後40年代～60年代に照準し、

八幡製鐡所の企業城下町という労働者の街で育った

文化運動の軌跡に目を凝らします。

文化運動とは文芸や芸術の活動を通じて

人々の意識を束ねる様々な働きかけのことをいいます。

その活動には多くの場合、雑誌などの表現媒体が存在しました。

それが同人誌やサークル誌、職場雑誌です。


